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1.　緒　　　　言
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れていない．

2.　取組みの経緯
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として，第 10 図に示す縮流リングを設置し，実証試験を
行った．この結果，ペレットにおいて石炭粉砕時と同等
（質量比 100％）以上の粉砕容量増大を達成できることが
2013 年度までに確認できた．これをさらに改良して 2014

年度には各種チップとペレットの粉砕・燃焼特性を把握
し，これを基に社内の大型燃焼試験設備で混焼試験を行っ
た結果，50％超の混焼に成功した．
上記の結果を基に，2015 年度に 150 MW 級商用機に
おいて，チップとペレットの粉砕・燃焼の実証試験を実施
した．

3. 2. 2
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砕生成物の 1 mm
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輸送を同一発送地点，同一受取り地点間で実施することに
より，エネルギー消費量を比較した結果，貨車輸送の有効



88 IHI 技報　Vol.57  No.1 ( 2017 )

な供給維持の観点から極めて重要でありながら，従来ほと
んど言及されることのなかった森林土壌に着目し，皆伐，
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3. 3. 4
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